
 

   2024年 9 月 26 日 

長瀬産業株式会社 

 

注力領域・ライフサイエンス（製造機能）への投資  

旭化成ファーマの診断薬事業などを買収 酵素製造の販売網拡大と技術のシナジー 

  

長瀬産業株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：上島宏之、以下「長瀬産業」）は、中期

経営計画 ACE 2.0 の成長ストーリーにおいて、「基盤」「注力」「育成」「改善」の４つの領域を掲げ、商

社、製造、研究開発の各機能を軸に事業を展開しています。この度、注力領域であるライフサイエンス分

野の製造機能強化と、育成領域である研究開発機能を活用したバイオ分野での事業拡大を目的として、旭

化成ファーマ株式会社（本社：東京都千代田区、社長：青木 喜和、以下「旭化成ファーマ」）との間で、

旭化成ファーマの診断薬事業の買収等を内容とした最終契約（以下「本件買収」）を 2024 年 9 月 24 日付

で締結いたしました。 

 

本件買収の目的                                              

長瀬産業は、グループのバイオ関連事業の中核製造会社・ナガセヴィータ（本社：岡山市北区 代表取

締役社長：安場直樹）を中心に、主に産業用酵素の研究、開発、製造、販売まで一貫した事業活動を展開

し、幅広い業界に向けて高品質な製品を提供してまいりました。 

診断薬用酵素市場は、今後も継続的な成長が見込まれ、特に先進医療技術や個別化医療の発展とともに

その需要の高まりが期待されています。本件買収により、両社の既存顧客に加え、NAGASE グループのラ

イフサイエンス分野のネットワークにより、販売網拡大・強化を見込んでいます。また、旭化成ファーマ

の精密で高感度な診断薬酵素の研究開発能力は、当社の技術力を高め、新たな市場競争力の確保に寄与す

るものです。さらに、当社がこれまで培ってきた酵素および酵素反応物の研究開発能力を、診断薬用酵素

の分野にも応用することで、革新的な製品の開発につながるものと期待しております。 

NAGASE グループの技術力向上と事業ポートフォリオ拡充により、グループの酵素事業全体の安定した

成長基盤を確保します。 

 

買収の範囲                                          

旭化成ファーマにおける以下の事業・組織： 

・ 診断薬および診断薬用酵素の開発、製造および販売に関するすべての事業 

・ 大仁医薬工場（診断薬用酵素原料、および「ブレディニン®」等の医薬品の原薬製造工場） 

・ 大仁統括センター（主に、診断薬事業および大仁医薬工場を含む大仁地区全体のインフラ管理組織） 

大仁地区に属する上記以外の組織（医薬研究センター、医薬生産管理部など）および関係会社は本件買

収の対象外となります 

 

旭化成ファーマの診断薬事業では、血糖、脂質、腎機能、肝機能などさまざまな診断薬用の酵素、およ

び体外診断用医薬品等を製造販売しています。また、大仁医薬工場は免疫抑制剤等の原薬製造を、大仁統

括センターは両事業を含む旭化成ファーマ大仁地区のインフラ管理機能を主に担っております。これら

の事業・組織は診断薬や診断薬用酵素、医薬品の有効成分を製造する技術・専門人材・設備を有しており、

業界でも高いシェア・強固なネットワークを有しています。 

 



 

 

 

本件買収のスキーム                                                                              

2025年 7月 1 日（予定）を効力発生日として、本件買収に関する権利義務、および大仁地区の土地

と施設を、会社分割（新設分割）により旭化成ファーマが今後設立予定の子会社（以下「新会社」）に

承継させ、同日付で旭化成ファーマより長瀬産業に対しその全株式を譲渡します。新会社は 2025 年 7

月より NAGASE グループに迎える予定です。 

なお、本件買収の対象外である旭化成ファーマ大仁地区のその他組織（医薬研究センター、医薬生産

管理部など）については、旭化成ファーマの傘下に残り、引き続き大仁地区において業務が継続される

予定です。また、新会社にて本件買収事業・組織の従業員の雇用は継続されます。 

 

診断薬および診断薬用酵素とは                                  

 体外診断用医薬品（診断薬）とは、日常的な健康診断や疾患の診断・治療の効果をモニタリングするた

めに体液（血液、尿など）の分析に使用される測定試薬で、医療機関および衛生検査所（検査センター）

で広く利用されています。診断薬用酵素は、診断薬の原料として、血液などに含まれる特定の物質（化学

成分、タンパク質、代謝産物）と反応して光学的な信号に変換・増幅することにより、目的とする物質の

血液中濃度を精密に測定する役割を果たしています。 

事業譲渡対象のグリコアルブミン測定試薬（「ルシカ ®GA-L2」）は、血液中のアルブミンとグルコース

と結合したグリコアルブミンを分析する測定試薬で、糖尿病患者の血糖コントロール状態を評価するた

めに用いられます。一般的な糖尿病診断で普及している HbA1c（ヘモグロビン A1c）と比べて、短期間の

血糖の状態を検査することができるため、血糖値の変動が大きい妊婦等の血糖コントロール状態を把握

するために適しています。 

長瀬産業では、ナガセヴィータが製造する診断薬用酵素に加え、主に免疫診断薬と呼ばれる、感染症、

癌のモニタリング、ホルモン等を高感度に分析するための診断薬向けに幅広い材料の輸出入に携わって

います。 

 

◆本件に関するお問い合わせ先 

長瀬産業株式会社 URL:https://www.nagase.co.jp/ 

 

＜事業に関するお問い合わせ＞ 

ライフ＆ヘルスケア製品事業部 TEL:090-3626-9844  

＜報道に関するお問い合わせ＞ 

経営管理本部 コーポレートリレーション部 PR 課 TEL：080-8828-8676 

https://www.nagase.co.jp/

